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01]Pb      6S       45.0Ah

CHG.      :  7.0A  2.3V/C
DCHG.   :  5.0A  1.8V/C
CUT.TEMPER.  :     55℃
MAX.CAPACITY :     120%
SAFETY TIMER:    120min

→ バッテリーデータ

充電設定データ
放電設定データ
安全停止温度の設定
最大充電容量の設定
安全停止時間(分)

01]Pb        6S      4500mAh
CHG.    :     7.1A     2.3V/C

CHARGE          <CV-CC>

C-CV-CC                      0:46:23 
CAPACITY      :         3.56Ah
VOLTAGE       :          11.934V
CURRENT       :               5.20A

充電状況と経過時間 
充電済み容量
バッテリーの現在電圧
現在の充電電流※※

※※充電の状況に応じ充電電流、充電電圧をコンピューター
で管理しながら充電しますので設定した電流が常時流れる訳
ではありません。

メモリ番号と電池データ
充電電流と充電停止電圧

充電方法

充電確認画面

充電状況表示画面

01]Pb      6S       45.0Ah

CHG.      :  7.0A  2.3V/C
DCHG.   :  5.0A  1.8V/C
CUT.TEMPER.  :     55℃
MAX.CAPACITY :     120%
SAFETY TIMER:    120min

→ バッテリーデータ

充電設定データ
放電設定データ
安全停止温度の設定
最大放電容量の設定
安全停止時間(分)

01]Pb        6S      4500mAh
CHG.    :       5.0A     1.8V/C

D-CHARGE       <LINEAR>

D - LINEAR                 0:46:23 
CAPACITY      :         ２.62Ah
VOLTAGE       :          12.934V
CURRENT       :               3.20A

放電状況と経過時間 
放電済み容量
バッテリーの現在電圧
現在の放電電流※※

※※放電の状況に応じ放電電流、放電電圧をコンピューター
で管理しながら放電しますので設定した電流が常時流れる訳
ではありません。

メモリ番号と電池データ
放電電流と放電停止電圧

放電方法

放電確認画面

充電状況表示画面
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01]NiMH   4S     1200mAh
CYCLE  :   C→D      2X 10m
CHG.     :   1.2A        5mV/C
DCHG.  :   2.4A        0.8V/C
CUT.TEMPER.     :        55℃
MAX.CAPACITY :      150%
PEAK DELAY       :      3min
TRI.CURRENT      :  100mA
SAFETY TIMER    : 120min

→ バッテリーデータ
サイクル充電データ※1
充電電流とΔピーク電圧
放電電流とカット電圧
安全停止温度の設定
最大充電容量の設定
Δピーク遅延時間(分)※2
トリクル充電電流
安全停止時間(分)

この手順はニッケル水素電池 (MiMH) の場合を示しています。
ニッカド (NiCd) の場合はNiMHを NiCd と読み替えてください。

※1：
Ｃは充電、Ｄは放電、例は先に充電その後放電の意味。
２Ｘは繰り返し回数２回を表示。
10mは 10minutes でサイクル間の間隔を 10 分あけます。
※2：バッテリーのコンディションが悪く、誤ってデルタ
ピークを検出して満充電前に充電を終わってしまう場合
に、デルタピーク検出から実際に充電を終了させるまでの
遅延時間を設定します。

C→D：　　1/2          0:46:23 
CAPACITY      :         602mAh
VOLTAGE       :            6.152V
CURRENT       :              0.82A

状況と経過時間※3 
充電済み容量
バッテリーの現在電圧
現在の充電電流

㉑㉒　サイクル充電中の画面

※3：
上記の例の解説
Ｃ→D:  黒地に白抜き文字になっている部分が現在の動作。
　　　Ｃは充電中、Dは放電中、→はサイクル間の待機中
1/2　　左が現在のサイクル回数。例では総回数２のうち、
　　　  現在は１回目の充電中を示しています。 
0:46:23  経過時間
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画面表示の解説 （充放電中の画面はそれぞれの項をご覧ください）

入力設定画面・・・親電源に接続するとオープニング画面に続いて表示されます。設定変更しない場合はＥＳＣボタンを押すと次の画面に移ります

[  MEMORY SET  ]　画面･･･充電するバッテリーに合わせてバッテリー種類など充放電内容を設定し、メモリに記憶させることが出来ます。

メモリ数はチャンネル毎に２０個づつです。メモリ画面の表示内容はバッテリー種別によって異なります。設定方法と表示内容の解説は

各バッテリーの充放電操作のページをご覧ください。

リチウム系バッテリー(LiPo、LiIo、LiFe)の画面　　　　ニッケル系バッテリー(NiMH、NiCd)の画面　　　　　　　　　　　鉛バッテリー(Pb)の画面

[ CYCLE VIEW ]　画面

[ DATA VIEW ]　画面

[ USER SET ]　画面

01]LiPO    3S   2200mAh
STORE MODE START
CHG.    :  2.2A  4.2V/C
DCHG.   :  4.4A  3.0V/C
CUT.TEMPER.  :     55℃
MAX.CAPACITY :     120%
SAFETY TIMER:    120min
CHARGE  RATE:        2C
TCS CAPACITY:      100%
TCS END ACT.:    CONTI.

→

※画面は４行ずつ表示されます

05]NiMH     6S  2800mAh
CYCLE   :  C→D  1X 10M
CHG.    :  2.8A   8mV/C
DCHG.   :  2.5A  0.8V/C
CUT.TEMPER. :      55℃
MAX.CAPACITY:      150%
PEAK DELAY  :      3min
TRI.CURRENT :     100mA
SAFETY TIMER:    120min

→

※画面は４行ずつ表示されます

14]Pb      6S    45.0Ah

CHG.    :  7.0A  2.3V/C
DCHG.   :  5.0A  1.8V/C
CUT.TEMPER.  :     55℃
MAX.CAPACITY :     120%
SAFETY TIMER:    120min

→

※画面は４行ずつ表示されます

ESCMODE

<入力電力設定>

入力電圧     :   12.0V
入力電流     :   20.0A
１ﾁｬﾝﾈﾙ出力比率:  50%
２ﾁｬﾝﾈﾙ出力比率:  50%

ESCMODE

3S=12.474V        3S=4.172V
2   4.18V
1   4.12V
                                        62mV

セル数と電圧   　　　指定セルの電圧
最高電圧セルの番号と電圧
最低電圧セルの番号と電圧
                         最高電圧と最低電圧の差

[ BALANCER VIEW ]　画面
[バランサーデータ表示画面]
バランスコネクタに接続されたバッテリーの電圧や電圧差を表示します。
バッテリーが接続されていない時は<DISCONNECT BALANCER>の表示が出ます。

ESC ボタン

（操作）
①△▽ボタンで→を移動させて設定項目を選びます。
②ENTERボタンで黒字に白抜き文字に替わった部分の値を△▽ボタンで設定します。
③設定が終わればENTERボタンを押して確定します。
設定内容の詳細は５ページ最上段に記載しています。

ESCMODE

[   3]　CAPACITY 　VOLTAGE
C：    　 625mAh     12.616V
D：     　608mAh     11.348V

[xx]←何回目のデータかを表示
C：    充電時の容量と電圧
D：    放電時の容量と電圧

[サイクル充放電データ表示画面]
サイクル充放電をした時の結果が表示されます。
サイクル充放電の回数は１０回まで設定出来ます。

ESCMODE

[ DATA VIEW ]
INPUT    VOLT:  13.616V
OUTPUT   VOLT:  11.056V
BAT.  TEMP.  :   32.0℃
PEAK  TEMP.  :   38.0℃
CHARGE   TIME: 1:12:25
DISCHG.  TIME:  0:00:00
BATTERY   RES:    32mΩ

[データ表示画面]
入力電圧（親電源電圧）
出力電圧（充電側バッテリー電圧）
バッテリー温度（センサ取付時）
最大バッテリー温度
充電時間　　　　：時間：分：秒
放電時間　　　　：時間：分：秒
電池の内部抵抗　：

[充放電データ表示画面]
終了した充放電のデータが表示されます。

※画面は４行ずつ表示されます

TEMP.MODE    :       ℃
BUTTON SOUND :       ON
FINISH SOUND :     1min
MELODY       :        7

温度表示モード：摂氏／華氏の選択
ボタン操作時の音：ON/OFF
充放電終了時の音：時間を選択
アラーム音の選択

[  MEMORY SET  ]　画面

ESCMODE

[ユーザー設定画面]
温度の単位やボタン音、動作完了時の音を鳴らす時間やメロディー音の種類を
設定します。

<INPUT POWER SETTING>

 VOLTAGE     :   12.0V
 CURRENT     :   20.0A
 1OUTPUT RATE:    50%
 2OUTPUT RATE:    50%

→
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① 充電器の電源コードを親電源に接続します。 赤はプラス極に、 黒はマイナス極に接続します。

② 本体前面の出力端子 (CH1 または CH2) にリポバッテリーのメインケーブルを接続します。

③ 充電器にバランスコネクターケーブルとバランスコネクターアダプタを接続します。

④ 充電する電池パックのバランスコネクターをセル数に合わせてアダプタに接続します。

⑤ 入力電力設定を行って ESC ボタンを押します。 入力電力設定を省略する場合は何もせずに

　　 ESC ボタンを押すとメモリ設定画面に移行します。

⑥　CH ボタンを押して使用するチャンネルを決定します。 表示が白バックのほうが操作可能な

　　 チャンネルになります。

⑦　ENTER ボタンを１回押すとメモリ番号が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して希望の

　　 メモリ番号を使用します。 （既に設定済みの場合は使用するメモリ番号にします）

⑧　ENTER ボタンをもう１回押すと電池種類の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 「LiPo」 にします。 （重要）　電池種類の設定誤りは電池の爆発、 発火の原因となり、 重大な

　　 事故につながる場合があります。

⑨ ENTER ボタンをもう１回押すとセル数の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電するリポパックのセル数に合わせます。 （重要）　セル数の設定誤りは電池の爆発、 発火

　　 の原因となり、 重大な事故につながる場合があります。

⑩ ENTER ボタンをもう１回押すと電池容量の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電するリポパックの容量に合わせます。 （重要）　容量の設定誤りは電池の爆発、 発火

　　 の原因となり、 重大な事故につながる場合があります。

⑪　ENTER ボタンをもう１回押すと白抜き文字の部分が無くなります。 ここで▽ボタンを７回押し、

　　 カーソル (→) を CHARGE RATE( 充電倍率 ) の欄に移動します。

⑫　ENTER を 1 回押すと充電倍率の欄が白抜き文字にかわります。▽か△ボタンで充電倍率を

　　 設定します。 充電倍率の基本は１C( 電池パックの容量と同じ値の電流で充電する事 ) です

　　 が、 詳細は使用するリポの取り扱い説明書に従ってください。 （Tahmazo リポは１C 充電に

　　 なっています）

⑬　ENTER ボタンをもう１回押すと白抜き文字の部分が無くなります。 ここで▽ボタンを１回押し、

　　 カーソル (→) を TCS　CAPACITY の欄に移動、 １００％となっていることを確認します。

⑭　続いて△ボタンを６回押して CHG. 欄に移動させ、 充電電流の再確認をします。 １C の場合

　　 場合は電池パックの容量と同じ値の電流になっていることを確認して下さい。 （左の例では

　　 バッテリー容量 2200mAh ですから１C の電流値は 2200mA＝2.2A となります）

　（重要 ) 設定誤りは電池の爆発、 発火の原因となり、 重大な事故につながる場合があります。

⑮　ENTER キーを長押しすると充電確認画面が出ますので、 セル数、 容量、 充電電流を確認

　　 します。

⑯　間違いなければもう１回 ENTER キーを長押しすると充電が始まります。 接続などに誤りがあ

　　 るとエラーが出て充電が始まりませんので、 その時はこのマニュアルのエラーメッセージの

　　 解説をご覧下さい。

⑰　充電中は常にリポや充電器の状態を監視して下さい。 長時間その場を離れる場合は安全の

　　 ため充電を一旦中止してください。 途中で強制終了するには ESC ボタンを長押しします。 

⑱ 充電が完了すれば音と表示でお知らせします。 ESC ボタンを長押しして終了してください。

電源接続から <INPUT POWER SETTING> 入力電力設定まで

① 充電器の電源コードを１２V 鉛電池あるいは直流安定化電源に接続します。

　　 赤プラグはプラス極に、 黒プラグはマイナス極に接続します。

 　　（ワニ口クリップを使用する場合はプラグを付属のワニ口クリップの後ろに差し込んで下さい）

② オープニング画面に続いて <INPUT POWER SETTING> 画面が表示されます。

③ デフォルトでは左画面の数値になっていますが、 安定化電源を使用する場合などで入力電力

　　 に制限がある場合はチャンネル１とチャンネル２の出力を必要とする電力に応じて分配すること

　　 ができます。

④　例えば 12V10A の安定化電源を使用して、 チャンネル１で容量 3000mAh の６セルリポを１Ｃ

　　 充電、 チャンネル２で 600mAh のニッケル水素電池を充電する場合は次のようにします。

　　 ・ 入力側電力は 12Vx10A=120W になります

　　 ・ チャンネル１の必要電力は

　　 　リポの充電電流 (3.0A)x リポ６セルの最大電圧 (4.2X6)V=3.0x25.2=75.6A で約８０W 必要です。

　　 ・ 入力ワット数 120W に対してチャンネル 1 に最低必要な電力 80W は 66.7% になりますので、

　　 チャンネル１の比率を 70% に設定します。 チャンネル２は自動的に 30% になります。

⑤　設定値を変更する場合、 まず△▽ボタンで→を上下に移動させて設定項目を選びます。

⑥　ENTERボタンで黒字に白抜き文字に替わった部分の値を△▽ボタンで設定します。

⑦　設定が終われば ENTER ボタンを押して確定します。

⑧　設定が必要無い場合は何もせずに ESC ボタンで次の MEMORY SETUP 画面に移動します。

VOLTAGE ：　電源装置の出力電圧 

　　　　　　　　 12.0-28.0V  0.5V STEP

CURRENT ： 電源装置の供給可能電流

                  5.0-40.0A

1 OUTPUT RATE ：○○%　#1 回路で充電する電力

                          に合わせて 10-100% の値を設定

　　　　　　　　　　　　します

2 OUTPUT RATE ：○○%　手動設定出来ません。

　　　　　　　　　　　　1 と 2 を合わせて 100% になるよう

　　　　　　　　　　　　に自動設定されます。

③

④

01]LiPO    3S   2200mAh
STORE MODE START
CHG.    :  2.2A  4.2V/C
DCHG.   :  4.4A  3.0V/C
CUT.TEMPER.  :     55℃
MAX.CAPACITY :     120%
SAFETY TIMER:    120min
CHARGE  RATE:        2C
TCS CAPACITY:      100%
TCS END ACT.:    CONTI.

→

メモリ設定画面

⑧ ⑩⑨⑦

⑪⑫

バッテリーデータ
保存モードスタート
充電設定データ
放電設定データ
安全停止温度の設定
最大充電容量の設定
安全停止時間(分)
充電倍率
TCS容量設定※
TCS終了後の動作※

※ＴＣＳ（充電停止容量の設定）について
T37 は独自のプログラムによりご希望の容量 (%) で充電を
停止させる TCS 機能を備えています。この機能は次のよ
うな活用方法があります。
１．充電時間を短縮したい場合：TCS 容量を 90%にし、
TCS 終了後の動作を「CONTI.」( 継続 ) にしておけ
ば短時間で一般使用には充分な容量の充電が出来ます。
２．リポを長期保存する場合：TCS 容量を 50%～ 60%に
して充電しておくのが良いとされています。この時は
TCS 終了後の動作は STOP にしておきます。
３．バッテリーの寿命を延ばすため：フル充電するの
ではなく 90%から 95%で充電を停止させます。この時
は TCS 終了後の動作は STOP にしておきます。

リチウム系バッテリーの充電方法
この手順はリポ LiPo の場合を示しています。
リフェ (LiFe) の場合は LiPo を LiFe に、リチウムイオンの場合は LiPo を LiIo と読み替えてください。

⑭

⑬

01]LiPO    3S   2200mAh
CHG.    :  2.2A  4.2V/C

CHARGE          <CV-CC>

C-CV-CC                      0:46:23 
CAPACITY      :         241mAh
VOLTAGE       :          11.934V
CURRENT       :               2.20A

充電状況と経過時間 
充電済み容量
バッテリーの現在電圧
現在の充電電流※※

※※充電の状況に応じ充電電流、充電電圧をコンピューター
で管理しながら充電しますので設定した電流が常時流れる訳
ではありません。

<INPUT POWER SETTING>

 VOLTAGE     :   12.0V
 CURRENT     :   20.0A
 1OUTPUT RATE:    50%
 2OUTPUT RATE:    50%

→

<INPUT POWER SETTING>

 VOLTAGE     :   12.0V
 CURRENT     :   20.0A
 1OUTPUT RATE:    70%
 2OUTPUT RATE:    30%

→

<入力電力設定>

入力電圧     :   12.0V
入力電流     :   20.0A
１ﾁｬﾝﾈﾙ出力比率:  70%
２ﾁｬﾝﾈﾙ出力比率:  30%

<入力電力設定>

入力電圧     :   12.0V
入力電流     :   20.0A
１ﾁｬﾝﾈﾙ出力比率:  50%
２ﾁｬﾝﾈﾙ出力比率:  50%

メモリ番号と電池データ
充電電流と充電停止電圧

充電方法

⑮ 充電確認画面

⑯ 充電状況表示画面



① 充電器の電源コードを親電源に接続します。 赤はプラス極に、 黒はマイナス極に接続します。

② 本体前面の出力端子 (CH1 または CH2) にリポバッテリーのメインケーブルを接続します。

③ 充電器にバランスコネクターケーブルとバランスコネクターアダプタを接続します。

④ 充電する電池パックのバランスコネクターをセル数に合わせてアダプタに接続します。

⑤ 入力電力設定画面 （５頁最上段） が表示されますが、 何もせずに ESC ボタンを押してメモリ

　　 設定画面に移行します。

⑥　CH ボタンを押して使用するチャンネルを決定します。 表示が白バックのほうが操作可能な

　　 チャンネルになります。

⑦　ENTER ボタンを１回押すとメモリ番号が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して希望の

　　 メモリ番号を使用します。 （既に設定済みの場合は使用するメモリ番号にします）

⑧　ENTER ボタンをもう１回押すと電池種類の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 「LiPo」 にします。 （重要）　電池種類の設定誤りは電池の爆発、 発火の原因となり、 重大な

　　 事故につながる場合があります。

⑨ ENTER ボタンをもう１回押すとセル数の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電するリポパックのセル数に合わせます。 （重要）　セル数の設定誤りは電池の爆発、 発火

　　 の原因となり、 重大な事故につながる場合があります。

⑩ ENTER ボタンをもう１回押すと電池容量の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 放電するリポパックの容量に合わせます。 （重要）　容量の設定誤りは電池の爆発、 発火

　　 の原因となり、 重大な事故につながる場合があります。

⑪　ENTER ボタンをもう１回押すと白抜き文字の部分が無くなります。 ここで▽ボタンを３回押し、

　　 カーソル (→) を DCHG.( 放電設定 ) の欄に移動します。

⑫　ENTER を 1 回押すと放電電流の欄が白抜き文字にかわります。▽か△ボタンで放電電流を

　　 設定します。 放電電流は最大 10A まで設定出来ますが放電能力の上限が 5W ですから

　　 放電時には T37 が上限を超えないよう自動制御し、 場合によっては設定電流値以下しか

　　 流れない場合がありますが、 これは故障ではありません。

⑬　ENTER ボタンをもう１回押すと白抜き文字の部分が右に移動し、 放電終了電圧の設定に

　　 移動します。▽か△ボタンを押して放電終了電圧 ( 単位は１セルあたりの電圧 ) を設定します。

⑭　ENTER ボタンをもう１回押すと白抜き文字の部分が無くなります。

⑮　カーソルの位置が DCHG. のままで ENTER キーを長押しすると放電確認画面が出ますので、

　　 電池種類、 セル数、 容量、 放電電流、 放電終了電圧を確認します。

⑯　間違いなければもう１回 ENTER キーを長押しすると放電が始まります。 接続などに誤りがあ

　　 るとエラーが出て放電が始まりませんので、 その時はこのマニュアルのエラーメッセージの解

　　 説をご覧下さい。

⑰　放電中は常にリポや充電器の状態を監視して下さい。 長時間その場を離れる場合は安全の

　　 ため放電を一旦中止してください。 途中で強制終了するには ESC ボタンを長押しします。 

⑱ 放電が完了すれば音と表示でお知らせします。 ESC ボタンを長押しして終了してください。

　
　

 　
　

 

01]LiPO    3S   2200mAh
STORE MODE START
CHG.     :  2.2A  4.2V/C
DCHG.  :  4.4A  3.5V/C
CUT.TEMPER.  :     55℃
MAX.CAPACITY :     120%
SAFETY TIMER:    120min
CHARGE  RATE:        2C
TCS CAPACITY:      100%
TCS END ACT.:    CONTI.

→

メモリ設定画面

⑧ ⑩⑨⑦

バッテリーデータ
保存モードスタート
充電設定データ
放電設定データ
安全停止温度の設定
最大充電容量の設定
充電強制停止時間(分)
充電倍率
TCS容量設定
TCS終了後の動作

⑪

⑫

⑬

01]LiPO    3S   2200mAh
DCHG.    :  4.4A  3.5V/C

D-CHARGE <　LINEAR　>

⑮

P-６

メモリ番号と電池データ
放電電流と放電停止電圧

放電方法

リチウム系バッテリーの放電方法
この手順はリポ LiPo の場合を示しています。
リフェ (LiFe) の場合は LiPo を LiFe に、リチウムイオンの場合は LiPo を LiIo と読み替えてください。

放電確認画面

D-LINEAR                   0:21:23 
CAPACITY      :         852mAh
VOLTAGE       :          11.434V
CURRENT       :               4.40A

放電状況と経過時間 
放電済み容量
バッテリーの現在電圧
現在の放電電流※※

⑯

※※放電時の電力量制限 ( 最大５Ｗ) に応じ放電電流を
コンピューターで管理しながら充電しますので設定した
電流が常時流れる訳ではありません。

放電中の画面
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保存モード (STORE MODE) について

T37 はリポバッテリーなどを長期保存する際の最適な容量、概ね 60% に自動的にセット

する保存モード (STORE MODE) の機能を備えています。

動作は保存モード開始時の電圧によって充電が必要か放電が必要かをプログラムで判断

して行いますので、通常のバッテリーデータの設定以外に充電電流と放電電流の設定も

必要となります。

① 充電器の電源コードを親電源に接続します。 赤はプラス極に、 黒はマイナス極に接続します。

② 本体前面の出力端子 (CH1 または CH2) にリポバッテリーのメインケーブルを接続します。

③ 充電器にバランスコネクターケーブルとバランスコネクターアダプタを接続します。

④ 充電する電池パックのバランスコネクターをセル数に合わせてアダプタに接続します。

⑤ ５ページの入力電力設定を行って ESC ボタンを押します。 入力電力設定を省略する場合は

　　 何もせずに ESC ボタンを押すとメモリ設定画面に移行します。

⑥　CH ボタンを押して使用するチャンネルを決定します。 表示が白バックのほうが操作可能な

　　 チャンネルになります。

⑦　ENTER ボタンを１回押すとメモリ番号が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して希望の

　　 メモリ番号を使用します。 （既に設定済みの場合は使用するメモリ番号にします）

⑧　ENTER ボタンをもう１回押すと電池種類の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 「LiPo」 にします。 （重要）　電池種類の設定誤りは電池の爆発、 発火の原因となり、 重大な

　　 事故につながる場合があります。

⑨ ENTER ボタンをもう１回押すとセル数の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電するリポパックのセル数に合わせます。 （重要）　セル数の設定誤りは電池の爆発、 発火

　　 の原因となり、 重大な事故につながる場合があります。

⑩ ENTER ボタンをもう１回押すと電池容量の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電するリポパックの容量に合わせます。 （重要）　容量の設定誤りは電池の爆発、 発火

　　 の原因となり、 重大な事故につながる場合があります。

⑪　ENTER ボタンをもう１回押すと白抜き文字の部分が無くなります。 ここで▽ボタンを１回押し、

　　 カーソル (→) を CHG.( 充電設定 ) の欄に移動します。

⑫　ENTER を 1 回押すと充電電流の欄が白抜き文字にかわります。▽か△ボタンで充電電流を

　　 設定します。 充電の基本は１C( 電池パックの容量と同じ値の電流で充電する事 ) ですが、

　　 詳細は使用するリポの取り扱い説明書に従ってください。 （Tahmazo リポは１C 充電に なって

　　 います。 左の例ではバッテリー容量 2200mAh ですから電流は 2200mA＝2.2A となります）

⑬　ENTER ボタンを２回押すと白抜き文字の部分が無くなります。 ここで▽ボタンを１回押し、

　　 カーソル (→) を DCHG.( 放電設定 ) の欄に移動します。

⑭　ENTER を 1 回押すと充電電流の欄が白抜き文字にかわります。▽か△ボタンで充電電流を

　　 設定します。 充電の基本は１C( 電池パックの容量と同じ値の電流で充電する事 ) ですが、

　　 詳細は使用するリポの取り扱い説明書に従ってください。 （Tahmazo リポは１C 充電に なって

　　 います。 左の例ではバッテリー容量 2200mAh ですから電流は 2200mA＝2.2A となります）

　（重要 ) 設定誤りは電池の爆発、 発火の原因となり、 重大な事故につながる場合があります。

⑮　ENTER ボタンをもう１回押すと白抜き文字の部分が右に移動し、 放電終了電圧の設定に

　　 移動しますが、 保存モードでは放電終了時の電圧は自動で計算されますのでここでの設定は

　　 無視されます。

⑯　ENTER ボタンを押すと白抜き文字の部分が無くなります。 ここで△ボタンを２回押し、

　　 カーソル (→) を STORE MODE START( 保存モードスタート ) の欄に移動します。

⑰　ENTER キーを長押しすると保存モードが始まります。 接続などに誤りがあるとエラーが出て

　　 始まりませんので、 その時はこのマニュアルのエラーメッセージの解説をご覧下さい。

⑱　動作中は常にリポや充電器の状態を監視して下さい。 長時間その場を離れる場合は安全の

　　 ため一旦中止してください。 途中で強制終了するには ESC ボタンを長押しします。 

⑱ 保存モードが完了すれば音と表示でお知らせします。 ESC ボタンを長押しして終了してください。

01]LiPO    3S   2200mAh
STORE MODE START
CHG.     :  2.2A  4.2V/C
DCHG.  :  4.4A  3.5V/C
CUT.TEMPER.  :     55℃
MAX.CAPACITY :     120%
SAFETY TIMER:    120min
CHARGE  RATE:        2C
TCS CAPACITY:      100%
TCS END ACT.:    CONTI.

→

メモリ設定画面

⑧ ⑩⑨⑦

バッテリーデータ
保存モードスタート
充電設定データ
放電設定データ
安全停止温度の設定
最大充電容量の設定
安全停止時間(分)
充電倍率
TCS容量設定
TCS終了後の動作

⑪⑫

⑬⑭

⑯⑰

リチウム系バッテリー ・ 保存モード
この手順はリポ LiPo の場合を示しています。
リフェ (LiFe) の場合は LiPo を LiFe に、リチウムイオンの場合は LiPo を LiIo と読み替えてください。

C-STORE:                   0:21:23
　　　（交互に表示）
C-TCS:    50%            0:21:23
CAPACITY      :         552mAh
VOLTAGE       :          11.234V
CURRENT       :               2.21A

充電表示と経過時間
 （交互に表示）
TCS容量と経過時間
充電容量
現在の電圧
現在の充電電流

⑰-1

D-STORE:                   0:18:36
　　　（交互に表示）
D-TCS:    68%            0:18:36
CAPACITY      :        602mAh
VOLTAGE       :          11.986V
CURRENT       :               4.40A

放電表示と経過時間
 （交互に表示）
TCS容量と経過時間
放電容量
現在の電圧
現在の充電電流

⑰-2

保存充電状況表示画面

保存放電状態表示画面
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① 充電器の電源コードを親電源に接続します。 赤はプラス極に、 黒はマイナス極に接続します。

② 本体前面の出力端子 (CH1 または CH2) にバッテリーのメインケーブルを接続します。

③ オープン画面に続いて <INPUT POWER SETTING> 入力電力設定画面が出ます。

⑤ ５ページの入力電力設定を行って ESC ボタンを押します。 入力電力設定を省略する場合は

　　 何もせずに ESC ボタンを押すとメモリ設定画面に移行します。

⑥　CH ボタンを押して使用するチャンネルを決定します。 表示が白バックのほうが操作可能な

　　 チャンネルになります。

⑦　ENTER ボタンを１回押すとメモリ番号が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して希望の

　　 メモリ番号を使用します。 （既に設定済みの場合は使用するメモリ番号にします）

⑧　ENTER ボタンをもう１回押すと電池種類の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 「NiMH」 にします。 （重要）　電池種類の設定誤りは電池の爆発、 発火の原因となり、 重大

　　 な事故につながる場合があります。

⑨ ENTER ボタンをもう１回押すとセル数の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電する電池パックのセル数に合わせます。

⑩ ENTER ボタンをもう１回押すと電池容量の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電する電池パックの容量に合わせます。

⑪　ENTER ボタンをもう１回押すと白抜き文字の部分が無くなります。 ここで▽ボタンを２回押し、

　　 カーソル (→) を CHG.( 充電設定データ ) の欄に移動します。

⑫　ENTER を 1 回押すと充電電流の欄が白抜き文字にかわります。▽か△ボタンで充電電流を

　　 設定します。 充電電流の値は使用する電池の取り扱い説明書に従ってください。

⑬ ENTER ボタンをもう１回押すとデルタピーク (Δピーク ) 感度の欄が白抜き文字になります。

　　 規定値は 0.5mV(NiCd は 0.8mV) ですが、 変更したい時は▽か△ボタンを押して任意の値に

　　 量に設定します。 ( 設定値は使用する電池の取り扱い説明書に従ってください )

⑭　ENTER ボタンをもう１回押すと白抜き文字の部分が無くなります。

　　 これ以下の項目は基本的に初期値 （デフォルト値） のままで良いですが、 これ以下の項目

　　 を変更したい場合は▽ボタンでカーソル (→) を希望の設定欄に移動、 ENTER キーと▽、△

　　 ボタンで数値を変更、 設定して下さい。

⑮　設定が完了すればカーソルを CHG. 欄に移動させ、 ENTER キーを押すと充電確認画面が出

　　 ますので、 セル数、 容量、 充電電流を再確認します。

⑯　ここで充電方法の選択をします。 通常は <AUTOMATIC>( 全自動 ) で行います。 その他を

　　 選択する場合は▽か△ボタンで充電方法を設定します。 （左図※３）

⑰　次に ENTER キーを押すと充電が始まります。 接続などに誤りがあるとエラーが出て充電が

　　 始まりませんので、 その時はこのマニュアルのエラーメッセージの解説をご覧下さい。

⑱　充電中は常に電池や充電器の状態を監視して下さい。 長時間その場を離れる場合は安全の

　　 ため充電を一旦中止してください。 途中で強制終了するには ESC ボタンを長押しします。 

⑲ 充電が完了すれば音と表示でお知らせします。 ESC ボタンを長押しして終了してください。

01]NiMH   4S     1200mAh
CYCLE  :   C→D      2X 10m
CHG.     :   1.2A        5mV/C
DCHG.  :   2.4A        0.8V/C
CUT.TEMPER.     :        55℃
MAX.CAPACITY :      150%
PEAK DELAY       :      3min
TRI.CURRENT      :  100mA
SAFETY TIMER    : 120min

→

メモリ設定画面

⑧ ⑩⑨⑦

バッテリーデータ
サイクル充電データ※1
充電電流とΔピーク電圧
放電電流とカット電圧
安全停止温度の設定
最大充電容量の設定
Δピーク遅延時間(分)※2
トリクル充電電流
安全停止時間(分)

Ｎｉ　ｘｘ系バッテリーの充電方法
この手順はニッケル水素電池 (MiMH) の場合を示しています。
ニッカド (NiCd) の場合はNiMHを NiCd と読み替えてください。

⑪
⑫
⑬

01] NiMH   4S    1200mAh
CHG.     :   1.2A        5mV/C

CHARGE  <AUTOMATIC>

⑮⑯

C-AUTOMATIC          0:46:23 
CAPACITY      :         602mAh
VOLTAGE       :            6.152V
CURRENT       :              0.82A

充電状況と経過時間 
充電済み容量
バッテリーの現在電圧
現在の充電電流※4

⑰

※4：
充電の状況に応じ充電電流をコンピューターで管理しながら
充電しますので設定した電流が常時流れる訳ではありません。

メモリ番号と電池データ
充電電流と充電停止電圧

充電方法※3

※1：
Ｃは充電、Ｄは放電、例は先に充電その後放電の意味。
２Ｘは繰り返し回数２回を表示。
10mは 10minutes でサイクル間の間隔を 10 分あけます。
※2：バッテリーのコンディションが悪く、誤ってデルタ
ピークを検出して満充電前に充電を終わってしまう場合
に、デルタピーク検出から実際に充電を終了させるまでの
遅延時間を設定します。

充電確認画面

※3：
１．AUTOMATIC（自動）・・・最新のコンピュータープログラム
　　により、１分ごとに充電を中断、その時の電圧降下の状態か
　　ら電池の内部抵抗を測定し、それを基に充電電流を全自動で
　　最適に制御し充電します。
２．NORMAL（通常）・・・設定した電流値の範囲内で充電。
　　１分ごとに充電を中断、その時の電圧降下の状態から電池の
　　内部抵抗を測定し、それをもとに最適な充電をします。
３．LINEAR（定電流）・・・デルタピークを検出するまで、設定
　　した電流値のまま充電を行ないます。電池の内部抵抗は１０
　　分ごとに測定します。
４．RE-FLEX（リフレックス）・・・充電の後にごく短時間、大電
　　流でパルス的に放電することを繰り返しながら充電します。
　　この放電パルスによって電池内部に発生するガスを解消し、
　　電池を活性化させ、充電容量の増加と寿命の延長が図れます。

充電状況表示画面



P-９

① 充電器の電源コードを親電源に接続します。 赤はプラス極に、 黒はマイナス極に接続します。

② 本体前面の出力端子 (CH1 または CH2) にバッテリーのメインケーブルを接続します。

③ オープン画面に続いて <INPUT POWER SETTING> 入力電力設定画面が出ます。

④ ５ページの入力電力設定を行って ESC ボタンを押します。 入力電力設定を省略する場合は

　　 何もせずに ESC ボタンを押すとメモリ設定画面に移行します。

⑤　CH ボタンを押して使用するチャンネルを決定します。 表示が白バックのほうが操作可能な

　　 チャンネルになります。

⑥　ENTER ボタンを１回押すとメモリ番号が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して希望の

　　 メモリ番号を使用します。 （既に設定済みの場合は使用するメモリ番号にします）

⑦　ENTER ボタンをもう１回押すと電池種類の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 「NiMH」 にします。 （重要）　電池種類の設定誤りは電池の爆発、 発火の原因となり、 重大

　　 な事故につながる場合があります。

⑧ ENTER ボタンをもう１回押すとセル数の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電する電池パックのセル数に合わせます。

⑨ ENTER ボタンをもう１回押すと電池容量の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電する電池パックの容量に合わせます。

⑩　ENTER ボタンをもう１回押すと白抜き文字の部分が無くなります。 ここで▽ボタンを３回押し、

　　 カーソル (→) を DCHG.( 放電設定データ ) の欄に移動します。

⑪　ENTER を 1 回押すと放電電流の欄が白抜き文字にかわります。▽か△ボタンで放電電流を

　　 設定します。 電流の値は使用する電池の取り扱い説明書に従ってください。

⑫ ENTER ボタンをもう１回押すと放電カット電圧の欄が白抜き文字になります。

　　 規定値は 0.8V(NiCd も 0.8V) ですが、 変更したい時は▽か△ボタンを押して任意の値に

　　 量に設定します。 ( 設定値は使用する電池の取り扱い説明書に従ってください )

⑬　ENTER ボタンをもう１回押すと白抜き文字の部分が無くなります。

　　 これ以下の項目は基本的に初期値 （デフォルト値） のままで良いですが、 これ以下の項目

　　 を変更したい場合は▽ボタンでカーソル (→) を希望の設定欄に移動、 ENTER キーと▽、△

　　 ボタンで数値を変更、 設定して下さい。

⑭　設定が完了すればカーソルを DCHG. 欄に移動させ、 ENTER キーを長押しすると放電確認

　　 画面が出ますので、 セル数、 容量、 放電電流を再確認します。

⑮　ここで放電方法の選択をします。 通常は <AUTOMATIC>( 全自動 ) で行います。 その他を

　　 選択する場合は▽か△ボタンで放電方法を設定します。 （左図※３）

⑯　次に ENTER キーを長押しすると放電が始まります。 接続などに誤りがあるとエラーが出て

　　 放電が始まりませんので、 その時はこのマニュアルのエラーメッセージの解説をご覧下さい。

⑰　放電中は常に電池や充電器の状態を監視して下さい。 長時間その場を離れる場合は安全の

　　 ため放電を一旦中止してください。 途中で強制終了するには ESC ボタンを長押しします。 

⑱ 放電が完了すれば音と表示でお知らせします。 ESC ボタンを長押しして終了してください。

01]NiMH   4S     1200mAh
CYCLE  :   C→D      2X 10m
CHG.     :   1.2A        5mV/C
DCHG.  :   2.4A        0.8V/C
CUT.TEMPER.     :        55℃
MAX.CAPACITY :      150%
PEAK DELAY       :      3min
TRI.CURRENT      :  100mA
SAFETY TIMER    : 120min

→

メモリ設定画面

⑨⑧⑥

バッテリーデータ
サイクル充電データ※1
充電電流とΔピーク電圧
放電電流とカット電圧
安全停止温度の設定
最大充電容量の設定
Δピーク遅延時間(分)※2
トリクル充電電流
安全停止時間(分)

Ｎｉ　ｘｘ系バッテリーの放電方法
この手順はニッケル水素電池 (MiMH) の場合を示しています。
ニッカド (NiCd) の場合はNiMHを NiCd と読み替えてください。

⑩
⑪
⑫

⑭⑮

D-AUTOMATIC          0:46:23 
CAPACITY      :         602mAh
VOLTAGE       :           5.352V
CURRENT       :              0.63A

放電状況と経過時間 
放電済み容量
バッテリーの現在電圧
現在の放電電流※4

⑯

※1：
Ｃは充電、Ｄは放電、例は先に充電その後放電の意味。
２Ｘは繰り返し回数２回を表示。
10mは 10minutes でサイクル間の間隔を 10 分あけます。
※2：バッテリーのコンディションが悪く、誤ってデルタ
ピークを検出して満充電前に充電を終わってしまう場合
に、デルタピーク検出から実際に充電を終了させるまでの
遅延時間を設定します。

放電確認画面

放電状況表示画面

01] NiMH   4S    1200mAh
DCHG.   :   2.4A        0.8V/C

D-CHARGE  <AUTOMATIC>

※4：
電池の状態やワット制限ををコンピューターで管理しながら
放電しますので設定した電流が常時流れる訳ではありません。

メモリ番号と電池データ
放電電流と放電停止電圧

放電方法※3

※3：
１．AUTOMATIC（自動）・・・最新のコンピュータープロ
　　グラムにより、１分ごとに放電を中断、その時の電圧
　　降下の状態から電池の内部抵抗を測定し、それを基に
　　放電電流を全自動で最適に制御し、放電します。放電
　　を終了するカットオフ電圧は１セルあたり 0.8V/C に
　　自動設定されます。
２．NORMAL（通常）・・・設定した電流値の範囲内で放電。
　　１分ごとに放電を中断しその時の電圧上昇の状態から
　　電池の内部抵抗を測定し、最適な放電を行ないます。
３．LINEAR（定電流）・・・カットオフ電圧に達するまで、
　　設定した電流値のまま放電を行ないます。但しワット
　　制限ををコンピューターで管理しながら放電しますの
　　で設定した電流が常時流れる訳ではありません。

⑦
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① 充電器の電源コードを親電源に接続します。 赤はプラス極に、 黒はマイナス極に接続します。

② 本体前面の出力端子 (CH1 または CH2) にバッテリーのメインケーブルを接続します。

③ オープン画面に続いて <INPUT POWER SETTING> 入力電力設定画面が出ます。

④　５ページの入力電力設定を行って ESC ボタンを押します。 入力電力設定を省略する場合は

　　 何もせずに ESC ボタンを押すとメモリ設定画面に移行します。

⑤　CH ボタンを押して使用するチャンネルを決定します。 表示が白バックのほうが操作可能な

　　 チャンネルになります。

⑥　ENTER ボタンを１回押すとメモリ番号が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して希望の

　　 メモリ番号を使用します。 （既に設定済みの場合は使用するメモリ番号にします）

⑦　ENTER ボタンをもう１回押すと電池種類の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 「NiMH」 にします。 （重要）　電池種類の設定誤りは電池の爆発、 発火の原因となり、 重大

　　 な事故につながる場合があります。

⑧ ENTER ボタンをもう１回押すとセル数の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電する電池パックのセル数に合わせます。

⑨ ENTER ボタンをもう１回押すと電池容量の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電する電池パックの容量に合わせます。

⑩　ENTER ボタンをもう１回押すと白抜き文字の部分が無くなります。 ここで▽ボタンを 1 回押し、

　　 カーソル (→) を CYCLE( サイクル充電データ ) の欄に移動します。

⑪　ENTER を 1 回押すとサイクル充電方法の欄が白抜き文字にかわります。▽か△ボタンで

　　 Ｃ→Ｄ（充電後放電） かＤ→Ｃ（放電後充電） かを選択します。

⑫　ENTER を 1 回押すとサイクル回数の欄が白抜き文字にかわります。△ボタンで回数を設定し

　　 ます。

⑬　ENTER を 1 回押すとサイクル間隔の欄が白抜き文字にかわります。▽か△ボタンで時間を

　　 分単位で設定します。

⑭　ENTER ボタンを押すと白抜き文字の部分が無くなります。 ここで▽ボタンを１回押し、

　　 カーソル (→) を CHG.( 充電設定データ ) の欄に移動します。

⑮　ENTER を 1 回押すと充電電流の欄が白抜き文字にかわります。▽か△ボタンで充電電流を

　　 設定します。 充電電流の値は使用する電池の取り扱い説明書に従ってください。

⑯ ENTER ボタンをもう１回押すとデルタピーク (Δピーク ) 感度の欄が白抜き文字になります。

　　 規定値は 0.5mV(NiCd は 0.8mV) ですが、 変更したい時は▽か△ボタンを押して任意の値に

　　 量に設定します。 ( 設定値は使用する電池の取り扱い説明書に従ってください )

⑰　ENTER ボタンをもう１回押すと白抜き文字の部分が無くなります。 ここで▽ボタンを１回押し、

　　 カーソル (→) を DCHG.( 放電設定データ ) の欄に移動します。

⑱　ENTER を 1 回押すと放電電流の欄が白抜き文字にかわります。▽か△ボタンで放電電流を

　　 設定します。 電流の値は使用する電池の取り扱い説明書に従ってください。

⑲ ENTER ボタンをもう１回押すと放電カット電圧の欄が白抜き文字になります。

　　 規定値は 0.8V(NiCd も 0.8V) ですが、 変更したい時は▽か△ボタンを押して任意の値に

　　 量に設定します。 ( 設定値は使用する電池の取り扱い説明書に従ってください )

⑳　ENTER ボタンをもう１回押すと白抜き文字の部分が無くなります。

　　 これ以下の項目は基本的に初期値 （デフォルト値） のままで良いですが、 これ以下の項目

　　 を変更したい場合は▽ボタンでカーソル (→) を希望の設定欄に移動、 ENTER キーと▽、△

　　 ボタンで数値を変更、 設定して下さい。

㉑　設定が完了すればカーソルを CYCLE 欄に移動させ、 ENTER キーを押すとサイクル充電が

　　 始まります。

㉒　次に ENTER キーを押すとサイクル充電が始まります。 接続などに誤りがあるとエラーが出

　　 てサイクル充電が始まりませんので、 その時はこのマニュアルのエラーメッセージの解説を

　　 ご覧下さい。

㉓　サイクル充電中は常に電池や充電器の状態を監視して下さい。 長時間その場を離れる場合

　　 は安全のためサイクル充電を一旦中止してください。 途中で強制終了するには ESC ボタンを

　　 長押しします。 

㉔ サイクル充電が完了すれば音と表示でお知らせします。 ESC ボタンを長押しして終了してく

　　 ださい。

01]NiMH   4S     1200mAh
CYCLE  :   C→D      2X 10m
CHG.     :   1.2A        5mV/C
DCHG.  :   2.4A        0.8V/C
CUT.TEMPER.     :        55℃
MAX.CAPACITY :      150%
PEAK DELAY       :      3min
TRI.CURRENT      :  100mA
SAFETY TIMER    : 120min

→

メモリ設定画面

⑦ ⑨⑧⑥

バッテリーデータ
サイクル充電データ※1
充電電流とΔピーク電圧
放電電流とカット電圧
安全停止温度の設定
最大充電容量の設定
Δピーク遅延時間(分)※2
トリクル充電電流
安全停止時間(分)

Ｎｉ　ｘｘ系バッテリーのサイクル充電方法
この手順はニッケル水素電池 (MiMH) の場合を示しています。
ニッカド (NiCd) の場合はNiMHを NiCd と読み替えてください。

⑩
⑪
⑫
⑬

※1：
Ｃは充電、Ｄは放電、例は先に充電その後放電の意味。
２Ｘは繰り返し回数２回を表示。
10mは 10minutes でサイクル間の間隔を 10 分あけます。
※2：バッテリーのコンディションが悪く、誤ってデルタ
ピークを検出して満充電前に充電を終わってしまう場合
に、デルタピーク検出から実際に充電を終了させるまでの
遅延時間を設定します。

C→D：　　1/2          0:46:23 
CAPACITY      :         602mAh
VOLTAGE       :            6.152V
CURRENT       :              0.82A

状況と経過時間※3 
充電済み容量
バッテリーの現在電圧
現在の充電電流

㉑㉒　サイクル充電中の画面

※3：
上記の例の解説
Ｃ→D:  黒地に白抜き文字になっている部分が現在の動作。
　　　Ｃは充電中、Dは放電中、→はサイクル間の待機中
1/2　　左が現在のサイクル回数。例では総回数２のうち、
　　　  現在は１回目の充電中を示しています。 
0:46:23  経過時間
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01]Pb      6S       45.0Ah

CHG.      :  7.0A  2.3V/C
DCHG.   :  5.0A  1.8V/C
CUT.TEMPER.  :     55℃
MAX.CAPACITY :     120%
SAFETY TIMER:    120min

→

メモリ設定画面

⑧

⑩

⑨⑦

バッテリーデータ

充電設定データ
放電設定データ
安全停止温度の設定
最大充電容量の設定
安全停止時間(分)

鉛 (Pb) バッテリーの充電方法

01]Pb        6S      4500mAh
CHG.    :     7.1A     2.3V/C

CHARGE          <CV-CC>

⑪

C-CV-CC                      0:46:23 
CAPACITY      :         3.56Ah
VOLTAGE       :          11.934V
CURRENT       :               5.20A

充電状況と経過時間 
充電済み容量
バッテリーの現在電圧
現在の充電電流※※

※※充電の状況に応じ充電電流、充電電圧をコンピューター
で管理しながら充電しますので設定した電流が常時流れる訳
ではありません。

メモリ番号と電池データ
充電電流と充電停止電圧

充電方法

① 充電器の電源コードを親電源に接続します。 赤はプラス極に、 黒はマイナス極に接続します。

② 本体前面の出力端子 (CH1 または CH2) に鉛バッテリーを接続します。

③ オープン画面に続いて <INPUT POWER SETTING> 入力電力設定画面が出ます。

④ ５ページの入力電力設定を行って ESC ボタンを押します。 入力電力設定を省略する場合は

　　 何もせずに ESC ボタンを押すとメモリ設定画面に移行します。

⑤　CH ボタンを押して使用するチャンネルを決定します。 表示が白バックのほうが操作可能な

　　 チャンネルになります。

⑥　ENTER ボタンを１回押すとメモリ番号が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して希望の

　　 メモリ番号を使用します。 （既に設定済みの場合は使用するメモリ番号にします）

⑦　ENTER ボタンをもう１回押すと電池種類の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 「Pb」 にします。 （重要）　電池種類の設定誤りは電池の爆発、 発火の原因となり、 重大

　　 な事故につながる場合があります。

⑧ ENTER ボタンをもう１回押すとセル数の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電する電池のセル数に合わせます。 鉛バッテリーの定格電圧は１セル２V です。 １２V

　　 バッテリーは６セルということになります。

⑨ ENTER ボタンをもう１回押すと電池容量の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電する電池パックの容量に合わせます。 容量が判らない場合は製造元あるいは販売店に

　　 お尋ね下さい。

⑩　ENTER ボタンを押すと白抜き文字の部分が無くなります。 ここで▽ボタンを 1 回押し、

　　 カーソル (→) を CHG.( 充電データ ) の欄に移動します。

⑪　ENTER キーを長押しすると充電確認画面が出ますので、 セル数、 容量、 充電電流を確認

　　 します。

⑫　間違いなければもう１回 ENTER キーを長押しすると充電が始まります。 接続などに誤りがあ

　　 るとエラーが出て充電が始まりませんので、 その時はこのマニュアルのエラーメッセージの

　　 解説をご覧下さい。

⑬　充電中は常にリポや充電器の状態を監視して下さい。 長時間その場を離れる場合は安全の

　　 ため充電を一旦中止してください。 途中で強制終了するには ESC ボタンを長押しします。 

⑭ 充電が完了すれば音と表示でお知らせします。 ESC ボタンを長押しして終了してください。

充電確認画面

⑫充電状況表示画面

01]Pb      6S       45.0Ah

CHG.      :  7.0A  2.3V/C
DCHG.   :  5.0A  1.8V/C
CUT.TEMPER.  :     55℃
MAX.CAPACITY :     120%
SAFETY TIMER:    120min

→

メモリ設定画面

⑦ ⑨⑧⑥

バッテリーデータ

充電設定データ
放電設定データ
安全停止温度の設定
最大放電容量の設定
安全停止時間(分)

鉛 (Pb) バッテリーの充電方法

⑩

01]Pb        6S      4500mAh
CHG.    :       5.0A     1.8V/C

D-CHARGE       <LINEAR>

⑪

D - LINEAR                 0:46:23 
CAPACITY      :         ２.62Ah
VOLTAGE       :          12.934V
CURRENT       :               3.20A

放電状況と経過時間 
放電済み容量
バッテリーの現在電圧
現在の放電電流※※

※※放電の状況に応じ放電電流、放電電圧をコンピューター
で管理しながら放電しますので設定した電流が常時流れる訳
ではありません。

メモリ番号と電池データ
放電電流と放電停止電圧

放電方法

① 充電器の電源コードを親電源に接続します。 赤はプラス極に、 黒はマイナス極に接続します。

② 本体前面の出力端子 (CH1 または CH2) に鉛バッテリーを接続します。

③ オープン画面に続いて <INPUT POWER SETTING> 入力電力設定画面が出ます。

④ ５ページの入力電力設定を行って ESC ボタンを押します。 入力電力設定を省略する場合は

　　 何もせずに ESC ボタンを押すとメモリ設定画面に移行します。

⑤　CH ボタンを押して使用するチャンネルを決定します。 表示が白バックのほうが操作可能な

　　 チャンネルになります。

⑥　ENTER ボタンを１回押すとメモリ番号が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して希望の

　　 メモリ番号を使用します。 （既に設定済みの場合は使用するメモリ番号にします）

⑦　ENTER ボタンをもう１回押すと電池種類の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 「Pb」 にします。 （重要）　電池種類の設定誤りは電池の爆発、 発火の原因となり、 重大

　　 な事故につながる場合があります。

⑧ ENTER ボタンをもう１回押すとセル数の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電する電池のセル数に合わせます。 鉛バッテリーの定格電圧は１セル２V です。 １２V

　　 バッテリーは６セルということになります。

⑨ ENTER ボタンをもう１回押すと電池容量の欄が白抜き文字になります。▽か△ボタンを押して

　　 充電する電池パックの容量に合わせます。 容量が判らない場合は製造元あるいは販売店に

　　 お尋ね下さい。

⑩　ENTER ボタンを押すと白抜き文字の部分が無くなります。 ここで▽ボタンを２回押し、

　　 カーソル (→) を DCHG.( 放電データ ) の欄に移動します。

⑪　ENTER キーを長押しすると放電確認画面が出ますので、 セル数、 容量、 放電電流を確認

　　 します。

⑫　間違いなければもう１回 ENTER キーを長押しすると放電が始まります。 接続などに誤りがあ

　　 るとエラーが出て放電が始まりませんので、 その時はこのマニュアルのエラーメッセージの

　　 解説をご覧下さい。

⑬　放電中は常にリポや充電器の状態を監視して下さい。 長時間その場を離れる場合は安全の

　　 ため放電を一旦中止してください。 途中で強制終了するには ESC ボタンを長押しします。 

⑭ 放電が完了すれば音と表示でお知らせします。 ESC ボタンを長押しして終了してください。

放電確認画面

⑫充電状況表示画面

⑥
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エラーメッセージについて

・ INPUT VOLTAGE⇒入力電圧異常。 親電源の電圧が１１Ｖ～１５Ｖの範囲に入っていない場合。

・ NO BATTERY⇒出力側に充電するバッテリーをつながずに、 充 ・ 放電の開始操作をした場合。

・ REVERSE POLALITY⇒充電池の極性 （プラスとマイナス） を間違えて接続した場合。

・ OPEN CIRCUIT⇒充電中に充電池との接続が切れた場合。 故意に切り離したのでなければ配線をチェックしてください。

・ SHORT CIRCUITED⇒出力側でショートした場合。 接続ケーブルの不良やバッテリーの不良が考えられます。 本装置が故障する可能性がありますので

　 故意にショートさせないでください。

・ LOW OUTPUT VOLTAGE⇒充電池の電圧が設定したセル数あるいは電圧を下回っている場合 （例 ； 設定はリポ３セルなのにリポ２セルを接続した場合）

・ HIGH OUTPUT VOLTAGE⇒充電池の電圧が設定したセル数あるいは電圧を上回っている場合 （例 ； 設定はリポ２セルなのにリポ３セルを接続した場合）

・ TEMPERATURE SENSOR⇒温度センサーの接続誤り （コネクターを逆に差し込んだ）、 またはセンサーの故障。

・ BAT TEMP TOO LOW⇒充電池の温度が低すぎて充電できない

・ BAT TEMP TOO HIGH⇒充電池の温度が高すぎて充電できない

・ INTERNAL TEMP⇒充電器の内部の温度が高すぎる。⇒冷却空気の入口やファンの出口を塞いでいませんか。　特に夏期は涼しい日陰で使用して下さい。

・ BALANCER VOLT.  HIGH⇒バランサーの電圧が高すぎる。 各セルの電圧をチェックしてください。

・ BALANCER VOLT.  LOW⇒バランサーの電圧が低すぎる。 各セルの電圧をチェックしてください。

・ BALANCER CONNECTER⇒設定したセル数と接続したバランサーのセル数が異なる。

・ NO BALANCER MODE⇒リチウム系バッテリーを設定したのにバランサーに接続していない。 リチウム系バッテリーはバランサーなしで充放電出来ません。。

パソコンとの接続について

① T37 はＵＳＢケーブルでパソコンと接続することでバッテリーの充放電の状況をグラフで見ることができます。 （USB ケーブルは同梱しておりません）

② 対応するＯＳは Windows 2000、 XP、 Vista(32bit) です。

③　プログラムは弊社Ｗeb ページからダウンロードできます。 URL は http://www.tahmazo.jp/TahmaDL/manual/dl.htm　です。

④　ソフトウェアのダウンロードやインストールはすべてお客様の自己責任でお願い致します。

⑤　ダウンロードやインストール作業によって生じたお客様のパソコン及びソフトウェア等の不具合について当社は一切の責任を持ちません。

⑥　ダウンロードやインストールに関するパソコン操作並びに不具合に対するお問い合わせはご容赦ください。

⑦　使用言語は英語のみとなっています。




